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論文内容要旨
 従来、肝硬変症の結節はもっぱら塀:細胞の再生の産物とみたされてきた。しかし結節の内部では
 正常肝にぐらぺて小葉構造がいちじるしぐ大きい(高橋)。す友わち縮緬勾の肝実質πは過形成あ
 るいは病的成長とでもいうべき過程が遊行しているものど些えられる。この過程は単に失なわれた組
 織構造の復'}看に向うものとは児なしにくく,従ってこれを簡単に肝実質の再生と片づけるがすには
 いかない。嵐研究の目的は,肝硬変症にむける病的成長をささえている肝実質の態勢を構造面から
 の解析によつて明らかにすることである。著者は組織言十測的方法を援用することによって肝実質の
 各組織要素の変化を量的に定め,得られた情報にもとづいて肝実質全体の変化を再構成的に玉里解す
 る方法をえらんだ。すなわち1)肝実質中に占める肝細胞の容・綴比Vo,2)類洞の容積比V8,
 ろ)類洞の平均半径rs,4)単位容積の肝実質中の類洞の総長ユ臼,5)肝細胞一個の平均の容
 積Vc,ならびに6)肝細胞板の平均の厚さd等であり,これらの量的指標を推定するための組織
 計測理論を記述した。紘料としてはすぺて肝の針生検標本を用いた。肝硬変症の有無については全
 例腹腔鏡検査によつて確力められている。肝硬変症のうち結節構造の完成した症例57例をA群とし,
 結節構造の不完全左例9例をB群として区別した。また,肝実質の態度からみて,肝炎からの肝硬
 変症の成立を一つの連続的な過程として理解しうるか否かを調べる目的で,活動型肝炎25例をえ
 .らぴ出した。対照としての正常肝45例,ほかに形態の上から肝硬変症とまぎらわしい肝線維症
 述5例等をあわせて,総計194例を検算の対象とした。まず第一に,肝硬変症A群では正常肝に
 比べてaがはるかに大きぐ,肝細胞板のいちじるしし(肥厚を生じていることが証明される。このd
 の増加は必然的にユsの値を小友らしめる性質のものであって,事実両者の闘にはほぼ一次の逆比
 例関係がみとめられる。つまり肝細胞板の肥厚が類洞の配列を疎ならしめているわけである。一方,
 類洞半径r3には肝硬変症と正常肝との両群の間に有意の差は証明されない。以上の結果は,結節
 内肝実質が18の低下に相当して乏しい組織血流によって維持されていることを意味する。にもか
 かわらず肝硬変症の実質で過形成が進行するという事実は,個々の肝細胞の質的な変化,とくに細
 胞呼吸の'面での何らかの変化を前提としなければ説明しえない。第二に,肝細胞一個の平均の容積
 は正常群で2555μ5,肝硬変症A群で549乙μ5と後者で大きく,その差は宿意である。しか
 しこの程度の細胞の亜大をもつてしては,肝硬変症にむける肝細胞板の肥厚を幾何学的に説明す
 ることができない。従って単なる肝細1秘反の相似形的左en■arge皿entを考えることは不可能
 であ塾,本来は一層の細胞配列から成る肝細胞板に多層構造を生じたものと考える以外にない。h
 わば,肝実質の細胞構築の様式にかける改変である。第三に,上述の変化は活動型肝炎のいかなる
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 時期においても証明することができない。肝炎における再生機序は肝細胞傷害とほぼ軌を一にして
 進行するものであるが,肝炎群には肝細胞板の肥厚の傾向はまったく認められない。またαと血清
 七ran日aminase値の闘には何んらの相関も証明されない。この結果は,肝硬変症に食ける実質の
 変化を,単に肝炎にかける実質の傷害と再生という一連の過程の延長線上にお・いては理解しえない
 ことを示すものである。また,肝に粗大な癌転移を形成した12例について残存している実質を検
 討しても,やけり肝硬変症に特徴的な変化は証明されない。つまり肝硬変症に診ける実質の過形成
 段,肝実質の部分的左消失に対する代償王橡として理解しうる性質のものではないことがわかる。
 第四に,肝硬変症B群について得られた結果は,すべての量的指標にかんして正常群と肝硬変症A
 群との問の中間的な値を示す。このことは,肝硬変症にお・ける実質の変化が実は進行性のものであ
 り,またかかる過程が結節構造の完成に導ぐことを物語るものである。以上,肝硬変症にあ・ける肝
 実質の態蹉からみて,実質の性格はまさに病的成長の名にふさわしい状態のもとにあることがわか
 る。細胞構築の改変をとも左う肝細胞板の肥厚は,とれ.を機能の側からみれば実質の乏血状態'をつ
 くり出すものである。しか.もこれは肝砺変症の進展とともに進行する過程である。また肝炎とはま
 ったぐ無関係の過程であるから,実質の態勢からみるかぎり,肝炎からの肝硬変症の成立を一つの
 連続的な過程としてはとら蔚、得寿いことを示していろ。いか浸る点から見ても肝硬変症の結節は,
 実質傷害の復旧としての再生機序とは異なる,肝細胞自体の病的左変化に、につて作られるものと考
 えなければ左らない。著者が結節内の実質'をper▽er七ed.growthの状態とみなし,前癌状態
 としての肝硬変症の意味をここに求める所以である。一方,上述の量的指標のあるもの,なかんず
 ぐdの値には肝硬変症の有無によって際立つた差異が見い出される。従ってdについての棄却限界
 を各群について定めておけば,これを利用することによって肝硬変症の診断を確実左らしめること
 ができる。従来生検標本からの肝硬変症の診断は,もつばら結節構造の有無を唯～の手がかりとし
 て行なわれて来たが,針生検標本には麹大在結節の全体薩は現われにぐく,そのために診断上の困
 難を生じる場合が少なくなかった。針生検標木への組織計測的方法の応用によって,かかる症例に
 ついての診断を確実ならしめることが可能となった。著者はこの方法による診断基準を確立するこ
 とか出末たび)で,あわせて記述した。
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 審査結果の要旨 氏
 ど♪
†
 この研究は肝生検標本を用いて肝硬変症及び肝炎の肝細胞板の態度を組織計測的方法により解
 析したもので叱)るが,その主要な融論試次の地〃である。
 1)肝細胞板の厚さぽ硬変肝に於ては推計学的に有意の差をもつて,正常肝のそれよりも厚い。
 その原因は一部は肝細胞そひ)もゆの体積増加でめり,一部は肝細胞の多層性配列でゆる。これ
 等の肝細胞の態度は肝硬変症に至らないVirus肝炎の経過の間には全く認めることが出来な
 い。従って肝硬変症に於け'る肝細胞の態度は単なる再生ではなく,むしろ細胞の代謝過程の異
 常を解った過形成と認むべきものである。
 2)肝実質中の毛細管密度は硬変肝に於ては正常肝に比較して著しい底下を示す。これは肝硬変
 症に於ける肝細胞の過形成の結果と考えられる。
 3)肝生検標本に於いては結節全体を標本上に証明することは常に可能とは限らないため,肝硬
 変症の生検診断は従来しはしぱ困難を伴うもび)であった。しかし今回の研究によって肝硬変症
 に於ては肝細胞索そのものに正常肝や肝炎とは異った態度が認めうれるので,これを利用して
 結締が充分認められない標本についても肝硬変症の診断を下すことか可能である。
 本研究は肝硬変症の本質に関し重要な新知見を加えたのみな,らず,その結果は生検診断上袖用
 価値の高いものと考える。よって本論文は学位授与に価するものと認める。
学
学
学
ラ
オ
甲
 一ち
」
論
 一92一
